
　接着剤の使用量はコンピュータ管理によりバラツキが 　接着剤の使用量は職人の経験や勘にたよっている。

　ありません。

　　

  機械化により接着剤の可使時間管理、張付け可能時間 　接着剤の可使時間管理、張付け可能時間は経験や
　（オープンタイム）管理を可能にしました。 　職人の勘にたよっている。

二丁掛タイル「全面圧着張り工法」
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大型セラミック｢スポット工法｣

スポット工法の特徴

スポット工法（旧工法との比較）

①可使時間管理

（JIS A 5548）
接着剤塗布機には接着剤の可使時間を過ぎる

と自動制御でストップするシステムが搭載され

ています。現場条件に関わらず、可使時間内で

の施工を確立しました。

②張付け可能時間（オープンタイム）管理
（JIS A 5548）
機械での接着剤塗布は、常に一定の時間で ト

ンネル壁面に接着する事を可能にしました。一

般部では約15秒間隔、機械廻り部でも3分以内

での施工となり、接着品質のバラツキがなくな

りました。

③現場生産性の向上

機械化により接着剤の塗布速度が速く、張付け

速度も非常に速くなりました。また目地延長が

短くなる為、目地の施工時間が速くなり、全体と

して工期が短くなりました。

施工手順

墨
出
し

④現場品質向上

接着剤塗布の機械化により、安定した接着品

質が確保され、従来工法に見られた人的な施

工不良がなく、長期間安定した品質です。
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接着剤機械塗布工法スポット工法

現場品質の向上・現場生産性の向上

ＮＥＴＩＳ登録 ＨＲ－０１０００４－V （大型セラミック板直張工法）


